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モリブデン工業会（JTMIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業
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この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意
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タングステン粉及びタングステンカーバイド粉 
分析方法 

Methods for chemical analysis of tungsten powder and  
tungsten carbide powder 

 

1 適用範囲 

この規格は，タングステン粉及びタングステンカーバイド粉中の鉄，モリブデン，カルシウム，けい素，

アルミニウム，マグネシウム，酸素，全炭素，遊離炭素，硫黄及び不揮発分の分析方法について規定する。 

警告 この規格に基づいて試験を行う者は，通常の実験室での作業に精通していることを前提とする。

この規格は，その使用に関連して起こる全ての安全上の問題を取り扱おうとするものではない。

この規格の利用者は，各自の責任において安全及び健康に対する適切な措置をとらなければなら

ない。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0115 吸光光度分析通則 

JIS K 0116 発光分光分析通則 

JIS K 0121 原子吸光分析通則 

JIS Z 2613 金属材料の酸素定量方法通則 

JIS Z 2615 金属材料の炭素定量方法通則 

JIS Z 2616 金属材料の硫黄定量方法通則 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8402-1 測定方法及び測定結果の精確さ（真度及び精度）－第 1 部：一般的な原理及び定義 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS K 0050，JIS K 0115，JIS K 0116，JIS K 0121，

JIS Z 2613，JIS Z 2615，JIS Z 2616 及び JIS Z 8402-1 による。 

3.1 
全炭素 


